
 

 

 

   GW はいかがお過ごしでしたか？子ども達から「○○して遊んだよ！」など、楽し

かった思い出を教えてくれました。めやすばこでも、楽しい思い出をたくさん作って

いきたいですね(^^) 

  

 

 いつもみんなが遊んでいる公園がき

れいになるように、友達と一緒に清掃活

動を行いました。 

落ち葉や雑草を一生懸命集めました。

袋いっぱいに入れると「いっぱい取れた

よ！」と教えてくれました。友達と一緒

に取り組んだおかげで、ゴミ袋にたくさ

ん集める事が出来ました！！ 
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Ａ：お子さんの言葉がきつくなってしまう時は、正しい言葉かけを知らせていくの

はどうでしょうか。言葉がきつくなったり状況に合わない言葉かけをしたりしてしま

う要因として【人の立場になって考えるのが難しい】【状況の理解や判断が苦手】【人

の表情や気持ちを汲み取るのが苦手】等が考えられます。 

 状況に合った言葉かけをする為には、正しい言葉かけや状況を知らせていく事が必

要になるかと思います。例えば、友達が転んでけがをして泣いている所を見て「泣い

てるね」と言ったとします。その時に、「血が出ている所が痛くて泣いてるんじゃない

かな？」「大丈夫？って聞いてあげたら優しいね」等と具体的に言動を伝えてあげる事

が良いかと思います。また口頭で知らせた際、お子さんが分かりにくい様子でしたら

イラストや文字等で書いて知らせると伝わりやすくなると思います。上記は一例です

ので、関わり方も様々です。お子さんに応じた関わり方を一緒に考えさせて下さい。

Q：人の気持ちや状況を考えずに、きつく発言をしてしまう所が気になる。 


